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 伝言
 

  出席パスワード : 20201204
  色々なお知らせについて
      栗野の Web Page に注意する事

 http://edu-gw2.math.cst.nihon-u.ac.jp/~kurino
  やる気のある方へ
      今日の資料は、すでに上っています
            どんどん、先に進んでかまいません
 



 前回の内容
 

 

 ソフトウェア概論 A/B (2020/12/04)
 

 

 前回の内容 

 

 講義内容の静止画・動画での撮影、及び SNS 等への転載を固く禁じます
 

 



 前回の内容
 

  前回の内容 : データ構造 (5)
      講義
            メモリモデルと番地

            間接(参照)演算子「*」とアドレス演算子「&」

            型変換と型の昇格

      演習
            文字列の入力と処理
 



 本日(2020/12/04)の予定
 

 

 ソフトウェア概論 A/B (2020/12/04)
 

 

 本日(2020/12/04)の予定 

 

 講義内容の静止画・動画での撮影、及び SNS 等への転載を固く禁じます
 

 



 本日(2020/12/04)の予定
 

  本日(2020/12/04)の予定
      データ構造 (6)
            ポインタ型

  本日の目標
      演習
            課題の提出
 



 課題
 

 

 ソフトウェア概論 A/B (2020/12/04)
 

 

 課題 
 

 講義内容の静止画・動画での撮影、及び SNS 等への転載を固く禁じます
 

 

 



 今週 (2020/12/04) の課題
 

  今週 (2020/12/04) の課題
      課題 20201204-01: ポインタ型の配列
            ファイル名 : 20201204-01-QQQQ.c (QQQQ は学生番号)

            内容 : 三角形の領域の配列

  ※
      ファイル形式は、いずれもテキストファイル(C 言語プログラムファイル)
 

 

 



 先週 (2020/11/27) の課題
 

  先週 (2020/11/27) の課題
      課題 20201127-01: 文字列の並び
            ファイル名 : 20201127-01-QQQQ.c (QQQQ は学生番号)

            内容 : 一つの文字配列に複数の文字列を保存する

  ※
      ファイル形式は、いずれもテキストファイル(C 言語プログラムファイル)
 

 



 ポインタ値とポインタ型
 

 

 ソフトウェア概論 A/B (2020/12/04)
 

 

 ポインタ値とポインタ型 

 

 講義内容の静止画・動画での撮影、及び SNS 等への転載を固く禁じます
 

 



 ポインタ値とポインタ型
 

  ポインタ値
      「&」の作る値は実は、単なるアドレス値 *だけ* ではない
            アドレス値も持つが、それと、「型情報」も持つ

            型情報 : サイズ + 処理の仕方

            !! 型情報は、コンパイル時だけ、実行時には解らない(解るのはアドレスだけ)

  ポインタ値の型
      「型名 *」 : 「～型へのポインタ型」と読む
            「* をつけると「型」と同じになる」の意味

            char * : 「文字列」ではなく、「char 型へのポインタ型」だった
 



 ポインタ値の計算
 

  ポインタ値
      二つの情報をもつ
            型情報 : 何型の情報が入っているものか ?

            アドレス値 : どこに入っているか ?

  ポインタ値の計算
      整数値 n を加える事ができる
            型情報は変らず、アドレス値だけが変化

            アドレス値は n × sizeof ( 型 ) だけ変化 ( n は負の数でもよい )

      同じ型のポインタ同士なら引き算もできる
            結果は整数値で、(アドレス値の差) / sizeof ( 型 ) となる

            p, q が同じポインタ型なら 「p + ( q - p ) == q」が恒等的に成立

      「キャスト」を利用して、型を変更できる

  ポインタ値と添字
      恒等的に 「 p[n] == *(p + n) 」が成立する
 



 配列とポインタ型
 

  配列とポインタ値
      「～型一次元の配列名」は、「～型へのポインタ型定数」となる

  一次元の配列宣言とポインタ型変数宣言
      一次元の配列宣言 「char a[N];」
            char 型の変数 a[0] ～ a[N-1] の N 個の変数を宣言

            個々の要素変数の型は char 型

            配列名「a」は 要素の先頭を指すポインタ型定数(a == &a[0])

      ポインタ型変数宣言「 char *p; 」
            「char *」型の変数 p の 1 個の変数を宣言

            変数 p の値は不定 ( だから *p の値も宣言時点では不定 )

            !! p の値は適切に初期化して利用する必要がある

      配列名によるポインタ変数の初期化
            代入文「p = a」を行うと...

            「p[k]」と「a[k]」は全く、同じ様に振る舞う
 



 おしまい
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 おしまい 

 

 講義内容の静止画・動画での撮影、及び SNS 等への転載を固く禁じます
 


